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３．ＶＲを活⽤した普天間⾶⾏場跡地利⽤における将来イメージの制作 

本節では、「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」の内容を分かりやすく示すコン

テンツであるプロモーションビデオ（ＰＶ）、及び、より積極的な情報発信を可能にす

る情報プラットフォームとしてのバーチャル普天間未来シティの制作にあたっての検討

を行った。 

 

（１）プロモーションビデオ（ＰＶ）の制作 
（１）－１ ＰＶ制作の意義と⽬的 
（１）－１－１ 意義と⽬的 

普天間飛行場跡地利用における将来イメージの検討内容をプロモーションビデオとし

て制作し、県民、市民、地権者等に向けて情報発信を行い、跡地利用の気運醸成ツール

として活用するとともに意見聴取ツールとしても活用することを目的とする。 

 

（１）－１－２ ＰＶの活⽤⽅法 
ＰＶは多くの県民、市民、地権者等へ情報発信することが重要と考え、地元の字ごと

の郷友会、地主会、普天間飛行場の跡地利用を考える若手の会、ねたてのまちベースミ

ーティングなど積極的に活動されている団体の会合等で見ていただく機会を設けて、意

見を聴取する。また、県のホームページ内の動画チャンネルやイベント等で公開するこ

とで、さらに広く県民、市民、地権者等のみなさんに見ていただくとともに、普天間飛

行場跡地の計画づくりに関心を持ってもらう。 
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（１）－１－３ 今年度のＰＶ制作の視点 
来年度策定・公表予定の「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」の内容を伝えるＰ

Ｖは、過年度に制作したＰＶの内容を踏まえ、以下の視点で制作した。 

 

 

 

 

  

   全体計画の中間取りまとめ （沖縄県・宜野湾市／Ｈ２５.３） 

 

・跡地利用の目標・跡地利用の実現に向けた取組を位置づけ 

・ネットワーク型の公園緑地を中心とした配置方針図を作成 

 

 

「全体計画の中間取りまとめ」の策定経緯・内容をまとめた PV を制作し情報発

Ｈ２５年度 

Ｈ２４年度 

Ｈ２６年度 

(中央エリア) 

Ｈ２７年度 

(北側エリア) 

Ｈ２８年度 

(南側エリア) 

跡地の特性を活かし、「沖縄の風土」、「沖縄らしさ」、「沖縄
振興の舞台」、「自然エネルギーの活用」に考慮した世界に誇
れる環境づくり 

歴史・文化を活かしたコミュニティの創生、沖縄の風土を利
用した自然エネルギーの活用、西普天間住宅地区跡地の沖縄
健康医療拠点との連携 

風土に根ざした琉球の文化（シマの基層）を踏まえた土地利
用計画、公共交通のクロスポイントに公園都市における振興
交流拠点を形成 

Ｈ２９年度 

(緑の中のまち)

Ｒ１年度 

(みどりの中の 

まちづくり) 

緑がもたらす効果として、暮らし・働き・訪れたくなるまち
が形成され、跡地の価値向上につながるイメージ 

シマの基層を最大限活用しながら最先端技術を導入し、公民
の枠を超えて、まち全体で緑を創造する揺るぎないまちづく
りの方向性 

ポイント 
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・来年度策定・公表予定である「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」の内容

を示し、かつ主要なポイントを強調し、県民、市民、地権者等の気運醸成を図

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 全体計画の中間取りまとめ（第２回）主要なポイント等 
 

 

  

       全体計画の中間取りまとめ（第２回） （沖縄県・宜野湾市／Ｒ４） 

・新たに跡地の将来像・揺るぎないまちづくりの方向性を位置づけ 

世界に誇れる優れた環境の創造 ～みどりの中のまちづくり～ 

○「全体計画の中間取りまとめ」（第２回）ＰＶ制作の考え方 

 

「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」の主要なポイントを強調した 

PV を制作し情報発信 

Ｒ４年度公表 

「 全 体 計 画 の 中 間 取 り ま と め （ 第 ２

【主要なポイント】 
・沖縄振興に向けた環境づくり（SDGｓ、脱炭

素） 

・新たな価値を生み出す「みどり」の創造 

・沖縄振興に向けた象徴となる空間の形成 

・活用すべき自然・歴史特性の配置の確認 

今後の取組内容と手順

１ 跡地の将来像～世界に誇れる優れた環境の創造～ 

２ 揺るぎないまちづくりの方向性 

３ 計画づくりの 4 つの方針 

４ 緑地空間配置を重視した空間構成の方針 
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（１）－２ ＰＶの制作 
（１）－２－１ ＰＶの構成 

「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」の内容を伝えるＰＶを制作するため、その

構成は、以下のように基本的に「全体計画の中間取りまとめ（第２回）」の構成に沿う

ものとし、実際の映像では計画内容のポイントやキーワードの強調等の工夫を行った。 

 
令和 4 年度公表 ＰＶの構成 

・世界に誇れる優れた環境を創造する「みどり（歴史・緑・地形・水）の中のまちづく

り」 

・
 

・まちづくりの基盤となる歴史・緑・地形・水の特性や配置 

・沖縄振興コア＝大規模公園エリアの中核であり、沖縄振興の象徴 

・振興拠点ゾーン＝創造と交流の場。知的生産の場、広域防災機

能、行政機能等を備える 

・都市拠点ゾーン＝振興拠点ゾーンを補完し、集客・生活利便機能

を備える 

・居住ゾーン＝跡地の歴史的な特性を活かし、多様なライフスタイ

ルを実現する 

・今後の取組内容と手順を示し、未来のまちのイメージをもとに跡地利用の気運醸

成を図る 

・自然・歴史特性の保全活用に向けた緑地空間配置、跡地全体を網

羅した緑地空間配置 

・公園・緑地と都市的土地利用が融合し、新たな価値を創造する大

規模公園エリア 

・中部縦貫道路・宜野湾横断道路・鉄軌道等の公共交通の導入 

・状況の変化や時代のニーズが変化したとしても、柔軟に受け入れ、跡地のもつ地力を

活かせる「揺るぎないまちづくりの方向性」を位置づけ（広域的な水と緑のネットワ

ーク構造の形成、沖縄振興の舞台となる「みどりの中のまちづくり」、環境の豊かさ

が持続するまちづくり） 

・分野別の計画

内容の検討成

果（環境づく

り・土地利用

及び機能導

入・都市基盤

整備・周辺市

街地整備との

連携の方針） 
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（１）－２－２ ＰＶシナリオ 
No time コ メ ン ト案  画 像 ・ 文字 情報 メ モ  

Ⅰプロローグ 

01  1996年 

日本とアメリカの話し合いで、普

天間飛行場を日本に返還すること

が決まりました。 

 
02  2006 年 

普天間飛行場の跡地をどのよう使

うか、その基本的な方向性を公表

しました。 

この方向性を元に、跡地利用計画

の検討を進め、  

03  2013年  

途中経過として「全体計画の中間

取りまとめ」を公表しました。 

04  その後、県民市民・地権者のみな

さんや有識者の意見を伺い、調査

を重ねながら、計画の更新を進め 

 
 

04-

2 

 2022年「中間取りまとめ」の更新

版を公表します。 

 
 

05  ＜タイトル＞ 
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No time コ メ ン ト案  画 像 ・ 文字 情報 メ モ  

Ⅱ跡地の将来像 

06  ＜中見出し＞（扉） 

 
07  （1.旧集落図） 

宜野湾市の4分の1を占める、普天

間飛行場ですが、飛行場になる前

は、多くの村や畑があり、人々が

暮らしていました。 

 

08  （2.シマの基層） 

飛行場の地中には、サンゴ礁が盛

り上がってできた琉球石灰岩層が

あり、雨水を濾過して、硬い地層

の上を流れる豊富な水脈や洞穴が

あると考えられます。 

 

※断面図追加（次項までつづく） 
 

09  琉球石灰岩の地層により、高低差

ができ、西海岸側を展望できる高

台になっています。 

 

 

 
 

10  地下水脈から水を吸い上げ、生き

生きと繁った木々は、季節風から

生活を守り、暮らしを豊かにして

いました。 

 

 

  

跡地の将来像 
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No time コ メ ン ト案  画 像 ・ 文字 情報 メ モ  

11  普天間飛行場には、昔の人たちの

自然を活かす知恵や、暮らしから

生まれた文化が、まだ残っている

と考えられます。 

 

 

12  （3.飛行場の撤廃） 

飛行場が返還され、新しいまちを

つくる時に、この、水・地形・

緑・歴史文を可能性として活かし 

 

 

13  （4,土地利用計画） 

多くの人々が、暮らし・働き・訪

れる場をつくること。 

 

14  （5交通網） 

そして、分断されていた東西南北

を道や鉄道などの交通網でつな

ぎ、 

 

15  （6.計画図） 

都市の機能と自然や文化を合わせ

持つ、世界に誇れる環境の新しい

まちをつくること。 

それが 

普天間飛行場跡地の目指す姿で

す。  
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No time コ メ ン ト案  画 像 ・ 文字 情報 メ モ  

Ⅲ中間取りまとめ（第 2回）のポイント１ 「揺るぎないまちづくりの方向性」 

16  ＜中見出し＞（扉） 

 
16-

2 

 ２０１３年に策定した中間取りま

とめからおよそ 10 年。 

 

 
16-

2 

-2 

 人々のライフスタイルや価値観、

環境に対する考え方も変わり、跡

地の計画も少しずつ変化してきま

した。 

16-

3 

 しかし、どんなに時代が変わって

も、揺らぐことなく、大切にした

い 3つのことを、計画の考え方の

中にはっきりと盛り込みました。 

 
17  跡地に残る水と緑、 

新たに生み出す緑、 

周辺の水と緑を一体にした、 

水と緑のネットワークを創りま

す。 

 
18  この水と緑ネットワークを活か

し、都市機能を融合させること

で、この地の価値を高め、魅力的

な環境のみどりの中のまちをつく

ります。 
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No time コ メ ン ト案  画 像 ・ 文字 情報 メ モ  

19  この水と緑の環境の豊かさを持続

させるために、人材やその時々の

最新技術を活かしていきます。 

 
19-

2 

 時代や社会のニーズがどんなに変

化しても、跡地が持つ自然と歴史

文化を活かしたまちにすること、

それを揺るぎないまちづくりの考

え方としました。 

 

 

 

（キーワードのリピート） 

Ⅳ中間取りまとめ（第2回）のポイント２  資源を活かす空間構成の方針 

20  ＜中見出し＞（扉） 

 
22  公共と民間が協力しながら一緒に

創り出す緑地空間と、都市空間と

を融合させた、 

 
23  大規模公園エリアが「みどりの中

のまちづくり」の中心です。 

 
24  大規模公園エリアの中でも核とな

る「沖縄振興コア」 

平和を願う万国津梁の志をもっ

て、 

沖縄を元気にするシンボルとなる

ことをめざします。 

ここを起点に、特色のあるまちが

広がります。 
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No time コ メ ン ト案  画 像 ・ 文字 情報 メ モ  

25  高台から海を望む眺望のよい振興

拠点ゾーンは、研究開発などの創

造性や発想力を引き出す企業には

魅力的なロケーションです。 

先にまちづくりが進められている

沖縄健康医療拠点ともつながり、

沖縄に新しい産業を生み出すゾー

ンです。 
 

26  都市拠点ゾーンは、まちの中心軸

に沿って、商業やサービスを配

置。ここに暮らす人、働く人、学

ぶ人、そして周辺の皆さんの生活

をサポートする、まちの原動力と

なるゾーンです。  

27  かつて、並松街道が通り、先人た

ちの知恵で、自然と共に暮らした

旧集落があった東側一帯の居住ゾ

ーンは、跡地周辺のまちともつな

がる住宅地を想定しています。 
 

29  この緑地空間と３つのゾーンの間

を通るのが、いままで飛行場があ

るために分断されていた東西南北

をつなげる交通網です 

 
30  中南部都市圏を南北につなぐ 

「中部縦貫道路」 

 
31  東海岸と西海岸をつなぐ 「宜野

湾横断道路」 
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No time コ メ ン ト案 画 像 ・ 文字 情報 メ モ  

33 そして、那覇から名護を１時間で

結ぶ予定の「沖縄鉄軌道」が計画

されています 

34 これらの交通網により、新しいま

ちの外と中がつながり、広く自由

に行動できるようになります。 

Ⅴエンディング 

36 この計画は、これからも県民市民

のみなさん、地権者のみなさん、

未来を担う若者たちからも多くの

意見を伺い、検討を重ね、時代や

社会の変化に柔軟に対応しながら

更新していきます。 
（PV シーン、イベントシーン

のフラッシュバックを画面に立

体的に乗せていく） 

37 跡地に引き継がれる自然や歴史文

化などの資源や先人たちの思いの

上に、まちが生まれかわり… 

人が集まり、産業を興し、創造性

にあふれた多様な暮らしを実現す

る未来のまち。 

新たなモデルとなる世界に誇れる

環境のまちを、共に創っていきま

しょう。  
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（２）バーチャル普天間未来シティの制作 
本章「１．（２）今後の合意形成・情報発信のあり方検討」を踏まえ、いつでも・ど

こでも・誰にでも（時間・場所・人に限定されず）、より積極的な情報発信を可能にす

る情報プラットフォームとしてバーチャル普天間未来シティを制作し、今年度はパソコ

ン用のウェブブラウザで閲覧・体験できるコンテンツを制作した。 

尚、バーチャル普天間未来シティを制作にあたっては、ＶＲをベースとした体験空間

（跡地の特性を伝える空間）を制作し、原風景模型等これまでに制作したコンテンツを

活用（再編集）した。 

 
（２）－１ バーチャル普天間未来シティの制作に向けての考え⽅ 
（２）－１－１ 基本的な考え⽅ 

・跡地の成り立ちや未来のまちのイメージを伝えるために、ＶＲを活用しながら、

跡地を知り、学び、体験できるシーンを展開 

・過去・現在・未来、それぞれの跡地を体験できるシーンを展開 

・跡地の土地利用の特徴を示すため、沖縄振興コア周辺（振興拠点ゾーン・都市拠

点ゾーン）、並松街道（居住ゾーン）を体験できるシーンを展開 

 
（２）－１－２ コンテンツ制作に向けての考え⽅ 

①「中間取りまとめ（第２回）」の重要な要素であり、視覚的に表現することで

イメージを伝えやすいコンテンツ（活用すべき自然・歴史特性、要素別の配置方

針、配置方針図等）を活用 

②過年度の制作物を活かし（原風景模型、パネル等）、跡地の歴史・自然特性等を

知り、学ぶことができるコンテンツを制作 

③バーチャル普天間未来シティ制作の初年度にあたる今年度は、表現方法の技術的

検証・３Ｄならではの見せ方の検討を行い、コンテンツを制作 

・マウス操作で３Ｄ空間の移動を可能にし、また説明用ポップアップをつくる

等、ブラウザ上での操作性（ユーザインターフェイス）やデータ容量の検証等

の技術的検証を踏まえ、３Ｄならではの見せ方、楽しみ方ができるようなコン

テンツ制作を行い、来年度以降へつなげる。 
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（２）－２ ＶＲを活⽤した体験空間の概略検討 
これまでに制作したコンテンツを整理することで、活用可能なコンテンツを明らかに

し、また体験空間との組み合わせを検討した。 

 
（２）－２－１ 体験空間で展開する情報の整理 

次頁の「これまでの取組・制作コンテンツ一覧」を以下の通りにカテゴライズし、体

験空間と組み合わせる情報を整理した。 

 

表Ⅲ-４ これまでの取組・制作コンテンツのカテゴリー 

 カテゴリー 制作コンテンツ例 

 
普天間飛行場跡地の過去・現在 

（普遍的な資源など） 

・原風景模型 

・過去・現在の航空写真 

・普遍的資源・歴史に関するパネルなど 

 普天間飛行場跡地の未来 

（みどりの中のまちづくり） 

・みどりのなかのまちづくりの PV、 

・みどりの効果に関するパネルなど 

 

普天間飛行場跡地の未来 

（その他） 

・中間とりまとめ紹介パネル 

・「「計画内容の具体化」に関する取組の概

要」パンフレット 

・新しい沖縄のライフスタイル紹介パネルなど 

 普天間飛行場跡地の参考 ・海外事例視察のレポート、動画など 

 その他 ・イベント実施レポートなど 
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表Ⅲ-５ これまでの取組・制作コンテンツ一覧（１） 
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表Ⅲ-６ これまでの取組・制作コンテンツ一覧（２） 
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（２）－２－２ 体験空間の概略検討案の作成 
バーチャル普天間未来シティの体験空間を４案検討し、各空間の特性を活かしながら

発信可能な情報カテゴリーを整理した。 

バーチャル普天間未来シティでは、以下の①③空間をベースとした空間を２つ制作

し、発信する情報の再整理を行った。また、跡地の特性を示す空間の提供を行うため

に、沖縄振興コア周辺・並松街道周辺の空間もあわせて、体験可能なものとした。 

 

 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図Ⅲ-14 体験空間の概略検討案 
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（２）－３ シーン構成・システムフロー等の検討 
体験空間の概略検討案を踏まえ、バーチャル普天間未来シティの全体のシーン構成、

システムフロー、コンテンツの相関関係等を整理した。 

 

（２）－３－１ バーチャル普天間未来シティのシーン構成概略 
パソコン用のウェブブラウザで、ユーザーが体験するシーンの概略を示す。ブラウザ

上のホーム画面からはじまり、バーチャル普天間未来シティを体験する４つの体験空間

からなる（⓪エントランス空間、①跡地探検（EV 空間）、②タイムスリップ（模型空

間）、③まちまーい（散策空間））。 

 

 

図Ⅲ-15 シーン構成概略 
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（２）－３－２ バーチャル普天間未来シティのシーンイメージ 
ユーザーが体験する各シーンのイメージや各空間で体験する内容を示す。 

 

 

 

図Ⅲ-16 シーンイメージ（１／２） 
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図Ⅲ-17 シーンイメージ（２／２）  
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（２）－３－３ システムフロー・コンテンツの相関関係 
各空間等での操作イメージ等を示したシステムフロー図と、各空間やコンテンツのつ

ながりを示すコンテンツ相関図を次頁以降に整理した。なお、各図の概略は以下に示

す。 

 

図 画面・空間 概略 

シ
ス
テ
ム
フ
ロ
ー
図 

ホーム画面 以下のコンテンツの画面イメージ（ボタン配置等）を示す 

・バーチャル普天間未来シティとは 

・操作説明 

・バーチャル普天間未来シティのエントランスへのリンク 

エントランス ・エントランス空間の画面イメージ 

跡地探検 

（①空間） 

・①空間として制作したエレベーター（ＥＶ）空間内での

画面イメージ（ボタン配置等）、ユーザーの動き・操作

等を示す 

タイムスリップ 

（②空間） 

・②空間内での画面イメージ（ボタン配置等）、ユーザー

の動き・操作等を示す 

未来まちまーい 

（③空間） 

・③空間内での画面イメージ（ボタン配置等）、ユーザー

の動き・操作等を示す 

コ
ン
テ
ン
ツ
相
関
図 

エントランス ・エントランスからつながる空間・コンテンツを示す（①

～③空間へ移動可能） 

跡地探検 

（①空間） 

・①空間入り口では、エントランス・②空間・③空間につ

ながる 

・①空間内でつながる空間・コンテンツを示す（ＥＶ・各

フロア・①空間の説明へ移動可能） 

タイムスリップ 

（②空間） 

・②空間入り口では、エントランス・①空間・③空間につ

ながる 

・②空間内でつながる空間・コンテンツを示す（原風景模

型のある部屋・原風景模型の説明・②空間の説明へ移動

可能） 

未来まちまーい 

（③空間） 

・③空間入り口では、エントランス・①空間・②空間につ

ながる 

・③空間内でつながる空間・コンテンツを示す（跡地の３

つのゾーンの説明・③空間の説明へ移動可能） 
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図Ⅲ-18 システムフロー図  
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図Ⅲ-19 コンテンツ相関図 
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（２）－４ ポップアップ・サイン等のイメージ 
ウェブブラウザのトップ画面、体験空間内に設置されるサイン（看板）・説明用のポ

ップアップ等に記載するコメント、サインの設置位置等を一覧で示したコンテンツ一

覧、及び各コンテンツのイメージ画像を次頁以降に示す。 
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① コンテンツ⼀覧  



 第Ⅲ章 ｜ 合意形成や情報発信に向けた取組み 

 

Ⅲ-52 
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